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序文

本町は埋蔵文化財包蔵地が多く、 「縄文銀座」と称されるとおり、縄文時代の遺跡を中心に

前川、安楽川沿いに200か所以上の「周知の遺跡」があります。

これらの遺跡は、農業基盤整備事業或いは宅地開発等の開発行為により、発掘調査等が実施

され、貴重な資料を提供するとともに、遺跡の性格等が解明されつつあります。

今回調査しました弓場ヶ尾遺跡は、道路改良工事昭和~弓場ヶ尾線の計画策定にあたり、平

成14年度の分布調査で発見されました。

本書は、平成16年度に実施しました縄文時代の弓場ヶ尾遺跡の発掘調査報告書であります。

弓場ヶ尾遺跡からは、縄文時代早期の遺物とともに、竪穴状遺構2基、集石遺構4基、土抗

6基が検出されました。

ここに、その調査結果を報告書として刊行いたしますが、この報告書が広く文化財保護並び

に学術研究の一助となれば幸いです。発刊にあたり、指導者や作業協力者の皆様、また調査に

御協力いただいた作業員の皆様、並びに関係各位に対し、厚く御礼申し上げます。

平成17年3月 志布志町教育委員会



例

1.この報告書は、平成16年度に実施した道路改良工事昭和~弓場ヶ尾線に伴う弓場ヶ尾遺跡

の埋蔵文化財発掘調査報告書である。

2.全面発掘調査は、志布志町教育委員会が調査主体となり実施した。

3.調査における測量・写真撮影は、主に小村が行い、調査の実施にあたっては、鹿児島県教

育庁文化財課及び県立埋蔵文化財センターの指導・教示を受けた。

4.遺構の実測については、 (株)埋蔵文化財サポートシステムに業務委託した。

5.本書に用いたレベル数値は、すべて海抜高である。

6.遺物番号については、通し番号とし、挿図・図版とも一致している。

7. 出土遺物は、志布志町教育委員会で一括保管し、公開展示する予定である。

8.本書の執筆および編集は主に小村、松元が行った。

9.遺跡の調査、遺物の整理にあたり、次の方々に御教示賜った (50音順)。

稲村博文(串良町教育委員会)、新東晃一(県立埋蔵文化財センター調査課長)、東徹志

(有明町教育委員会)、森脇 広(鹿児島大学法文学部教授)、和田るみ子(新和技術コン

サルタント株式会社)

10.遺跡の調査、遺物の整理にあたり、次の方々に御協力を頂いた (50音順)。

上原直樹、松元友美(別府大学学部生)
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調査の経過第 I章

第1節調査に至るまでの経過

鹿児島県教育委員会(県文化財課)では、県下の市町村教育委員会と連携し、文化財の保存・

活用を図るため、各関係機関との間で、事業地区内における文化財の有無及びその取り扱いに

ついて事前に協議し、諸開発との調整を図っている。

この事前協議制に基づき、志布志町(以下、建設課)は志布志町帖宇弓場ヶ尾地内における

道路改良工事昭和~弓場ヶ尾線の計画策定にあたり、実施計画区域内の埋蔵文化財の有無につ

いて、志布志町教育委員会(以下、教育委員会)に照会した。

これを受けて教育委員会は、平成13年12月、当該事業地区の分布調査を実施した。

分布調査の結果、当該事業区域内に「弓場ヶ尾遺跡」が存在していることが判明した。

このため教育委員会は、事業実施前に遺跡の範囲・性格等の把握を目的とした確認調査(平

成14年8月20日"-'9月12日)を実施した。

確認調査の結果、縄文時代早期の遺物とともに、竪穴状遺構・集石遺構を検出した。

このことを受けた建設課は、設計変更が不可能なことを報告した上で、記録保存を目的とし

た全面発掘調査を要望した。

これを受けて教育委員会は、平成16年6月l日から 8月27日まで全面発掘調査を実施した。

全面発掘調査は、志布志町教育委員会が主体となり、県教育庁文化財課及び県立埋蔵文化財

センターの指導・協力を得て実施した。
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第2節調査の組織

1. 確認調査(平成14年度)
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2. 全面発掘調査(平成16年度)

調査主体者志布志町教育委員会

調査責任者 " 

調査担当者



良幸

史

裾

元
山生涯教育課長

生涯教育課長補佐
" 調査調整

調査事務 自日米" 

幸

義

晃

仁

敏

美

祥

幸

外岩戸

村

窪

留

大

持

(歴史のまちづくり担当)

文化財係長

査

事

事

" 
" 

主

主

" 
" 

義美村査

主

主

" 

志布志町教育委員会調査担当者

第3節調査の経過

1. 確認調査(平成14年度)

確認調査は、平成14年8月20日から同年9月12日まで実施した。

事業計画区域内の地形等を考慮しながら、新設道路部分を中心として、合計5か所(試掘ト

レンチ 1か所を含む。)のトレンチ(以下、 T) を設定し実施した。

確認調査の結果、 4TのVI層を最終検出面として、縄文時代早期の竪穴状遺構(全面発掘調

査の 1号竪穴状遺構)、小型の集石遺構(全面発掘調査の3号集石遺構)を検出した。

2. 全面発掘調査(平成16年度)

全面発掘調査は、平成16年6月1日から同年8月27日まで実施した。

弓場ヶ尾遺跡は、東西に狭長な舌状台地に立地している。今回調査対象となった地点は、台

地先端部の南向き斜面で、いくつもの小谷が入り込んでいた。

全面発掘調査の結果、縄文時代早期の遺物とともに、竪穴状遺構2基、集石遺構4基、性格

不明士抗6基を検出するに至った。

全面発掘調査の調査経過については、日誌抄をもってかえることとする。

《全面発掘調査日誌抄》

(6月1日"'-'6月4日]

発掘調査用具を現地搬入した後に、作業員への調査方法、調査上の留意点等を説明した。

確認調査の結果を考慮しながら、遺構等が検出された4Tを中心に、調査区の西側から、縄

文時代早期の遺物包含層である、 V層の全面発掘調査を開始した。客土・無遺物属については、

重機により表土除去を行った。表土除去終了後、調査区西側から東側へ 1"'-'6、北側から南側

l-B区、 2-A区、 2-B区………と呼称する10mグリッドを設l-A区、Bとし、へA、
定した。

【6月7日"'-'6月11日】

1・2-A・B区のV層掘下げを継続した。旧地形は北側から南側に緩傾斜しているようで、

南東側ではV層がかなり厚く堆積していた。この南東側では集石遺構を構成したと考えられる、
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被熱した多数の蝶を検出した。また、縄文時代早期の円筒形土器が数点出土したが、全体的に

は遺物出土が希薄な傾向であった。 1"""'3-A.B区について調査範囲・グリッド配置を平板

実測した。

【6月14日"""'6月18日】

2・3-A・B区のV層掘下げを継続した。 2・3-A区のVb層から 4基の集石遺構を検

出した。いずれの集石遺構も小型傾向で、若干被熱していた。随時平板実測を行いながら、遺

物取上げ作業と遺構検出作業を実施した。

【6月21日"""'6月25日】

2・3-A・B区のV層掘下げを継続した。 2・3-A区のVI層上面から竪穴状遺構を検出

した(確認調査で検出された竪穴状遺構を含めて計2基となる)。竪穴住居跡の可能性が高い

ことから、柱穴検出作業を随時実施したが認められなかった。 2基の竪穴状遺構は、旧地形の

傾斜地の小谷に立地しており、いずれも南北側に長軸をもっていた。竪穴状遺構の周辺から縄

文時代早期の遺物が出土した。いず、れの遺構も埋土の表面観察では、ゴマシオ状の火山灰を比

較的密に包含しているようであった。調査区北側の 1"""'3区の土層断面実測作業を開始した。

随時平板実測を行いながら、遺物取上げ作業と遺構検出作業も実施した。

【6月28日"""'7月2日]

1"""'3-A.B区のV層の調査がほぼ完了したため、随時東側へ調査区を拡張した。客土・

無遺物層については、重機により表土除去を行った。 3・4-A・B区のV層掘下げを継続し

た。調査区南側のV層は厚く堆積しており、粘質の強い層であった。集石遺構4基について、

実測作業を実施するため、詳細な検出作業を実施した。調査区北側の 1"""'3区の土層断面実測

作業を完了した。

【7月5日"-'7月9日〕

4・5-A.B区のV層掘下げを継続した。 1号竪穴状遺構より 2号竪穴状遺構のほうが小

型のようであった。また、 1号竪穴状遺構の上位層から 2、3号集石遺構が検出されており、

竪穴状遺構より集石遺構のほうが新しい可能性が高いようである。さらに、 2号竪穴状遺構に

は、 3基の性格不明土抗が掘り込まれており、竪穴状遺構より土抗のほうが新しい可能性が高

いようである。以上のことから、遺跡としては二時期存在した可能性が高いことが予想される。

2"""'4-A・B区について、旧地形の把握のため、等高線の間隔を50cmとした地形図を作成し

た。

(7月13日"-'7月16日】

4・5-B区のV層掘下げを継続した。 2号竪穴状遺構のプランが北側へ延びていたため、

調査対象区外ではあったが一部拡張した。 1、2号竪穴状遺構の埋土掘下げを開始した。いず

れの遺構内も上位層がゴマシオ状の火山灰を比較的密に包含していた。埋土には薩摩ブロック

も客土として認められ、木炭も多量に検出された。 1、2号竪穴状遺構の柱穴検出作業を実施
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した後、写真撮影を行った。また、 4......6-B区について、随時平板実測を行いながら、遺物

取上げ作業を実施した。

【7月20日......7月23日】

5・6-B区のV層及び1、2号竪穴状遺構の埋土掘下げを継続した。 5・6-B区も遺物

出土が希薄な状況であった。現況は平坦地であったが、!日地形にはいくつもの小谷が入り込ん

でいた。竪穴状遺構内のゴマシオ状の火山灰は下部層になると密度が次第に薄くなっていった。

l号竪穴状遺構は最終検出面に硬化が認められたが、 2号竪穴状遺構では、硬化は認められず、

若干掘りすぎてしまった。調査区北側の4......6区の士層断面実測を開始した。

【7月26日"'7月30日】

4"'6-B区のV層及び1、2号竪穴状遺構の埋土掘下げを継続した。 2号竪穴状遺構から

最終面近くで打製石斧、磨石、石皿を検出した。また、遺構内の埋土で認められるゴマシオ状

の火山灰は層を形成するほどではなかった。このため、調査対象区外(地層の堆積状態が良好

であることが予想される小谷を中心)で火山灰層を形成していないかを調べる目的で、精密分

布調査を実施したが、確認できなかった。

【8月2日"'8月6日】

4"'6-B区のV層及び1、2号竪穴状遺構の埋士掘下げを継続した。 4"'6-B区も北側

から南側に傾斜が認められるとともに、いくつもの小谷が入り込んでいた。性格不明土抗5、

6号はこの小谷部分に掘り込まれていた。埋土にはゴマシオ状の火山灰を包含していた。調査

区西側に下層確認Tを2か所設定し掘下げた。その結果、剥片 1点だけの出土であったため、

旧石器時代の調査については実施しなかった。

【8月9日"'8月13日]

4"'6-B区のV層及び3-A区の性格不明士抗 1"'3号の埋土掘下げを実施した。さらに

し 2号竪穴状遺構の埋土掘下げも継続した。 1、4"'6区-A・B区について旧地形の把握

のため、等高線の間隔を50cmとした地形図を作成した。また、 3号集石遺構について実測作業

を実施した。県立埋蔵文化財センター調査課長新東晃一氏調査指導のため来跡 (8月12日)。

【8月16日"'8月20日】

4"'6-B区のV層及び4・5-B区の性格不明士抗4"'6号の埋土掘下げを実施した。ま

た、 1、2号竪穴状遺構の埋士掘下げがほぼ完了した。鹿児島大学法文学部教授森脇広氏調

査指導のため来跡。竪穴状遺構の埋土に包含されている火山灰は桜島起源のP13の可能性が高

いことが指摘される (8月20日)。

【8月23日"'8月27日】

4"'6-B区V層及び掘下げを継続した。 4・5-B区の4"'6号土抗について実測作業を

実施した。 1、2号竪穴状遺構の畦畔について実測作業を実施した後、取り外した。 1、2号
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竪穴状遺構及び1、2、4号集石遺構については、埋蔵文化財サポートシステムに実測委託し

た。今回の調査で検出された遺構について、完掘状況を写真撮影した。全行程が終了しため、

埋蔵文化財収蔵整理作業室に撤収した。
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第H章遺跡の位置・環境と周辺遺跡

志布志町は、鹿児島県の東端に位置し、南北に細長い形状であり、山地、台地、平野、海岸

と変化に富む地形を有する。古来より良港として、交易の要衝を担い、港町として栄えてきた。

弓場ヶ尾遺跡は、志布志湾に流れ込む前川中流域の東部に位置している。この前川中流域に

は、前川本流及び支流によって樹枝状に侵食谷が発達している。この侵食谷によって大小に分

断されたシラス台地の辺縁部に、数多くの遺跡が立地している。

今回調査対象となった弓場ヶ尾遺跡は、道路改良工事昭和~弓場ヶ尾線に伴う分布調査(平

成14年度に実施)で発見された遺跡である。

弓場ヶ尾遺跡の現況は、個人の造成によるものか、旧地形がかなり変化しており、その把握

は難しい。本来、旧地形は南北に狭長な舌状台地であったようで、台地先端辺縁部の南北側か

ら遺物が表採された。

表採された遺物は、台地南側では古墳時代、台地北側では縄文時代早期の遺物が主体を占め

ていた。しかし、今回調査対象となった台地南側の緩傾斜地では、表採された古墳時代の遺物

包含層は確認されず、縄文時代早期の包含層のみが認められた。

以上のことから、台地先端辺縁部の南北側に縄文時代早期の遺物包含層が存在している可能

性が高いことが予測される。

前川流域には遺跡が数多く存在し、台地上のみならず台地辺縁にも遺跡の所在が確認されて

いる。台地周辺の沖積地にも遺跡の存在がみられ、遺跡の所在は広く前川流域に広がっている

と捉えることができる。

前川流域の遺跡は、上・中・下流でそれぞれに特徴的な分布を示している。すなわち、上流

域は旧石器~縄文時代の遺跡が多く、中流域には縄文~弥生時代の遺跡が多い。下流域には弥

生時代或いは中世の遺跡が多い。弓場ヶ尾遺跡も、縄文・古墳時代の複合遺跡として周知され、

中流域の一端を成している。

弓場ヶ尾遺跡は、今回の調査によって|日地形がかなり変化しているが、台地先端辺縁部の傾

斜地に立地している縄文時代早期の集落跡であることが判明した。推測の域を脱し得ないが、

調査区北側に集落跡が拡大していく可能性が高いと予想される。

6 -
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第皿章発掘調査

第 1節基本土層

弓場ヶ尾遺跡は、南北に狭長な舌状台地に立地している。今回調査対象となった地点の現況

は平坦であったが、旧地形は台地先端部の南向き斜面地で、いくつもの小谷が入り込んでいる。

全体的には北側から南側に向かつて緩傾斜が認められる。

I層:客土である。色調・硬さ等により、数層に細分される。

個人の造成によるものか、場所によっては、盛土が厚

く堆積している。

E層:茶灰色火山灰混士。ゴマシオ状の火山灰を包含する層

である。霧島起源の「御池」に比定される。場所によ

っては認められない。下部に火山灰を多量に包含して

いる。

皿層:黒褐色腐植土。黄白色軽石を包含している層である。

この軽石は「池田降下軽石」に比定される。

N層:樫色火山灰土。いわゆる「アカホヤ」と呼ばれる層で

ある。下部にパミスが認められる。

V層:茶黒褐色硬質土。縄文時代早期の遺物包含層である。

場所によっては、色調・硬さ等により a、b層に細分

できる。 Va層では、ゴマシオ状の火山灰を多量に包含

している場所も認められた。桜島起源のP13の可能性

が高いことが指摘されている。調査対象区域外で明確

な火山灰層を形成していないかを調査したが、認めら

れなかった。調査区南側のV層はやや粘質である。

VI層:乳白色硬質土。 r薩摩」と呼ばれる層である。場所に

よっては、色調・硬さ等により a、b (ブロック)層

に細分できる。最終検出面である。

四層:暗茶黒褐色土。縄文時代創早期相当層である。場所に

よっては認められない。

咽層:茶褐色粘質土。粘質が強い層で、 「チョコ」と呼ばれ

ている。色調・硬さ等により、数層に細分できる。

医層:黄灰色火山灰土。 rヌレシラス」と呼ばれる層である。

多量の黄色軽石を包含する場所も認められる。
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第2節調査の概要

平成14年度に実施した確認調査結果から、遺構等が検出された4Tを中心に、調査区の西側

から全面発掘調査を開始した。客土・無遺物層については、重機により表士除去を行った。表

士除去終了後、調査区西側から東側へ 1，.......6 、北側から南側へA、Bとし、 1-A区、 1-B 

区、 2-A区、 2-B区...・H ・..と呼称する10mグリッドを設定し、随時掘下げた。

全面発掘調査の結果、調査区西側の2・3-A区の小谷を中心に、 Vb層から集石遺構4基、

VI層に掘り込まれた、大小2基の竪穴状遺構を検出するに至った。

さらに、 3-A区の2号竪穴状遺構に掘り込まれた性格不明の土抗3基、 4・5-B区のVI

層に掘り込まれた性格不明の土抗3基も検出した。

第3節検出遺構

1. 竪穴状遺構

大小2基の竪穴状遺構の検出面は、 2・3-A区のVI層上面であった。いずれも南北側に長

軸をもっていた。 1号竪穴状遺構では、最終面と考えられる硬化が認められた。しかし、いず

れの竪穴状遺構も柱穴等の検出には至らず、その性格を特定することはできなかった。

① 1号竪穴状遺構

2・3-A区のVI層上面で色調の変化が認められた。周辺から縄文時代早期の遺物が数点出

土した。埋土には、ゴマシオ状の火山灰を比較的密に包含するが、明確な層を形成するほどで

はなかった。この火山灰は桜島起源のP13の可能性が高いことが指摘されている。

また、埋士から時期を特定できる遺物の出土は認められず、磨石、被熱磯、木炭が検出され

たのみであった。竪穴状遺構の最終面と考えられる硬化が認められたが、斜面地に構築されて

いたためか、南北側では深さに大きな差異が生じていた。

プランは隅丸方形で、最大354X312crnである。検出面からの深さは、最も深い部分で47crn、

最も浅い部分で22crnであった。

② 2号竪穴状遺構

3-A区の北側に位置するVI層上面で色調の変化が認められた。周辺から縄文時代早期の遺

物が数点出土した。埋土の状況はほぼ1号竪穴状遺構と同じであったが、最終面と考えられる

硬化は認めらなかった。 1号竪穴状遺構と同じように南北側では深さに差異が生じているが、

1号竪穴状遺構ほどではない(尚、南側の最終面は掘りすぎてしまった)。

また、埋土から時期を特定できる遺物の出土は認められなかったが、打製石斧、磨石、石皿、

木炭が検出された。遺構内から生活用具である石皿、磨石が出土したことは、この遺構の性格

を特定できる可能性がある。

プランは隅丸方形で、最大286X218crnである。深さは最も深い部分で63crn、最も浅い部分

で40crnで、あった。
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2. 集石遺構

4基の集石遺構の検出面は、 2'3-A区のVb層であった。旧地形が傾斜地であるためか、

調査区南側では、集石遺構を構成したと考えられる、被熱した多数の礁が検出された。

1号集石遺構は62+α個、 2号集石遺構は45十 α個、 3号集石遺構は12+α個、 4号集石

遺構は183+α個の礁で構成されていた。

2号集石遺構は小型ではあるが、比較的に良くまとまっていた。 3号集石遺構は構成する磯

数が少ないため、集石遺構としてはやや不安が残る。また、 4号集石遺構は多数の小角磯で構

成されている点に特徴をもっていた。

① 1号集石遺構

2-A区のVb層で検出された。長径71cmX短径68cmで、検出面からの深さは、最も深い部

分で10cmであった。プランは楕円形の可能性が高いが、南側の大半は残存していない。

主に拳大の角礁で構成されているが、円磯も認められ、概ね3段が残存していた。石材は砂

岩が主体を占め、やや被熱していた。

② 2号集石遺構

2-A区のVb層で検出された。 1号竪穴状遺構の北側上位層で検出されていることから、

竪穴状遺構より新しい可能性が高い。長短径の差異が小さく55cm前後でおさまる。検出面から

の深さは、最も深い部分でllcmであった。プランはほぼ円形の可能性が高い。

主に拳大の角礁で構成されており、概ね3段が残存していた。石材は砂岩が主体を占め、か

なり被熱していた。小型の集石遺構ではあるが、比較的良くまとまっていた。

③ 3号集石遺構

3-A区のVb層で検出された。長短径の差異が小さく、 35cm前後でおさまる。遺構に伴う

可能性がある掘込みを検出することはできなかった。 1号竪穴状遺構の南側の上位層で検出さ

れていることから、竪穴状遺構より新しい可能性が高い。構成する磯数が少ないため、集石遺

構としてはやや不安が残る。石材は砂岩が主体を占め、やや被熱している。

④ 4号集石遺構

3-A区のVb層で検出された。長径143cmX短径101cmで、検出面からの深さは、最も深い

部分で16cmである。プランは楕円形の可能性が高い。主に小角磯で構成されている点に特徴を

もち、概ね4段が残存していた。石材は砂岩が主体を占め、かなり被熱していた。残存状況は

あまり良くないと考えられるが、部分的に良くまとまっていた。

3. 性格不明士抗

6基の性格不明土抗の検出面はVI層であった。 6基の士抗のうち、 1""'3号土抗は2号竪穴

状遺構を掘り込んでいることから、竪穴状遺構より新しい可能性が高い。すべての土抗周辺か

ら縄文時代早期の遺物が数点出土した。しかし、時期を決定できる遺構内からの出土は認めら

れなかった。
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埋土には、ゴマシオ状の火山灰を比較的密に包含するが、層を形成するほどではなかった。

この火山灰は桜島起源のP13の可能性が高いことが指摘されている。

① 1号士抗

3-A区のVI層上面で検出された。長径87+αcmX短径58十 αcmで、検出面からの深さは、

最も深い部分で40cmである。プランは概ね不整長方形であった可能性が高い。

② 2号土抗

3-A区のVI層上面で検出された。長径73+αcm>く短径42+αcmで、検出面からの深さは、

最も深い部分で31cmである。プランは概ね長方形である。埋土に木炭を多量に含んでいた。

③ 3号土抗

3-A区のVI層上面で検出された。長径27+αcmX短径40+αcmで、検出面からの深さは、

最も深い部分で20cmである。プランは概ね楕円形の中穴状である。

④ 4号土抗

5-B区のVI層上面で検出された。長径146cmX短径88cmで、検出面からの深さは、最も深

い部分で18cmである。プランは概ね不整長方形である。

⑤ 5号士抗

5-B区のVI層上面で検出された。長径96cmX短径92cmで、検出面からの深さは、最も深い

部分でllcmである。プランは概ね不整楕円形である。

⑥ 6号土抗

4-B区のVI層上面で検出された。長径92cmX短径74cmで、検出面からの深さは、最も深い

部分で15cmである。プランは概ね不整楕円形である。

4. 遺構の切合い関係について

1号竪穴状遺構の上位層から 2基の集石遺構が検出されており、竪穴状遺構より集石遺構の

ほうが新しい可能性が高いようである。さらに、 2号竪穴状遺構には、 3基の性格不明士抗が

掘り込まれており、竪穴状遺構より土抗のほうが新しい可能性が高いようである。

以上のことから、遺跡としては二時期存在した可能性が高いことが予想される。

5.竪穴状遺構の立地について

竪穴状遺構の立地は、旧地形における小谷に位置しているようであり、調査区の比較的高い

微高地ではない。また、!日地形は全体的に北側から南側に向かつて緩傾斜が認められる。竪穴

状遺構はこの傾斜地に構築されており、北側と南側では深さに大きな差が生じている。
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第11図 土坑配置及び土坑実測図 (1~ 3号)

6.集石遺構の質量・体積分類表について

1号集石は、質量約500g、体積約300cm以内にほとんどの磯がおさまる傾向にある。 2号

集石は、ほぽ1号集石と同様の傾向を示し、質量約550g、体積約300cm以内である。

しかし、 4号集石は、 1、2号集石とはやや特徴が異なり、質量約150g 、体積約65cぱ以
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第4節出土遺物

1"-'3は胴部に2重施文を施すものである。いずれも斜位の貝殻条痕文の上に貝殻刺突文が

重ねられる。 2重施文が密なものである。内面調整は粗いケズリで器壁が薄い。

1にはその間隔はわからないが、胴部上部に1.5cmのクサビ形貼付文が認められる。

4"-'6は胴部に貝殻押引文を施すものである。いずれも摩滅している。 4は内面が黒褐色で

ある。 6は底部破片で、内面の粘土継目で剥落している。

7"-'12は胴部に綾杉条痕文を施すものである。

7、8は口縁部破片である。 7は内湾気味に直口するものである。口縁部上端に6個単位の

刺突文が横位に施されている。口縁部形成時のものか、指頭圧痕が内外面に残る。 8は口唇部

に刻目をもち、若干外反する口縁部である。口縁部上端から下になるにつれて器壁が薄くなっ

ている。

9"-' 12は胴部に綾杉条痕文を施すものである。 9、10は3本単位の工具で文様が施されている。

9の外面にはススが付着している。 10は器壁が薄く、内面はミガキ調整である。 11の内面はケ

ズリ後ミガキ調整で、器壁は厚い。 12は内外面とも摩滅している。

13"-'15は上記に分類できなかったものである。 13は胴部上部に刺突文が横位に施され、下

部にヘラ状工具による不規則な沈線が施されるものである。沈線は少なくとも2種類あり、細

い沈線の後に太い沈線が重ねられている。 14は底部近くの破片と考えられるが、無文である。

内外面とも摩滅している。 15は外面が摩滅している。不明瞭ではあるが、条痕らしきものも胴

部下部に認められる。

16"-'20は遺構内出土の石器である。 16は1号竪穴状遺構から出土した花闘岩を素材とする

磨石の欠損品である。 17、18は砂岩を素材とする磨石で、 2号竪穴状遺構から出土した。

19は2号竪穴状遺構から出土した板状の大きな石皿で、砂岩を素材とする。両面に磨痕が認

められる。 20は2号竪穴状遺構の最終面近くから出土した肩平打製石斧の欠損品で、頁岩を素

材とする。

21"-'24は包含層出土の石器である。 21は砂岩を素材とする、砥石状の欠損品である。表面

に磨痕が認められる。 22は剥片で、頁岩を素材とする。 23は砂岩を素材とする、板状の石皿の

欠損品である。 24は肩平な棒状石器で砂岩を素材とする。
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第2表質量・体積分布表
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第14図 出土遺物実測図 (2)
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第15図 出土遺物実測図 (3) 

第3表土器観察表

o 5cm 
トT寸~刊一~ー什

K(角閃石)S (石英)C (長石)u (雲母)R (小石)

遺物 色 調 器面調整
出土区 層 器種 部位 胎土 焼成 備考

番号 内 外 内 外

2-B Va 深鉢 1阿部 K.S.C 10YR6/4にぶい黄櫨 2.5Y5/2暗灰賞 ケズリ 条痕 不良 摩滅

2 2-B Va 深鉢 胴部 K.S.C目R 2.5Y7/3浅黄 10YR6/4にぶい黄檀 ケズリ 条痕 良

3 2-B Va 深鉢 胴部 K.S.C.R 2.5Y7/3浅黄 10YR6/3にぶい黄燈 ケズリ 条痕 良

4 5-B Vb 深鉢 胴部 K.S.C. R 10YR3/1黒褐 10YR6/4にぶい黄櫨 ナデ 条痕 良 摩滅

5 4-B Vb 中鉢 胴部 K.S.C. R 10YR6/4にぶい黄燈 2.5Y6/31こぶい黄 ナデ 条痕 良 摩滅 | 

6 3-A Vb 深鉢 底部 K.C.R lOYR6/4にぶい貰燈 10YR6/4にぶい黄櫨 ナデ 条痕 良 粘土継 l

7 3-B Vb 深鉢 口縁部 KふC.R 7.5YR7/4にぶい櫨 10YR8/3浅黄檀 ナデ 条痕 良 日

8 3-A Vb 深鉢 口縁部 KふC.R 1 OYR5/3 Iこぶい黄横 2.5Y5/3黄褐 ナデ 条痕 不良

9 6-B Vb 深鉢 胴部 K.S.C 10YR5/2灰黄褐 lOYR5/2灰黄褐 ナデ 条痕 良 摩滅

10 3-A Vb 深鉢 胴部 K.s.C. R 2.5Y5/2暗灰貰 10YR6/2灰黄褐 ケズリ? 条痕 良 スス付

11 2-A Va 深鉢 胴部 K.S.C 10YR5/31こぶい賞燈 1 OYR6/3 Iこぶい黄櫨 ケズリ・ミガキマ 条痕 良 着

12 5-B Vb 深鉢 桐部 K.S目c.u10YR6/3にぶい賞樟 10YR6/3にぶい黄櫨 ケズりつ 条痕 良

13 3-A Va 中鉢 胴部 K.S.C.R 2.5Y6/31こぶい黄 10YR6/4にぶい黄櫨 ケズリ?・ナデ 条痕 良

14 4-B Vb 深鉢 胴部 K.S目C.R 10YR6/4にぶい黄燈 10YR7/4にぶい黄櫨 ナデ 条痕 良 摩滅
/ 

15 6-B Va 深鉢 胴部 K.S.C 10YR6/4にぶい黄燈 10YR7/4にぶい黄櫨 /チデ 条痕・ミガキ? 良
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第N章まとめにかえて

① 竪穴状遺構について

今回の弓場ヶ尾遺跡の全面発掘調査では、竪穴状遺構2基、集石遺構4基、土抗6基が検出

された。それぞれの遺構の切り合い等から、遺跡としては三時期以上存在した可能性が高い。

竪穴状遺構の具体的な時期は明確ではないが、埋土から桜島起源のP13の可能性が高い火山灰

が発見されている。

また、それぞれの竪穴状遺構周辺から柱穴等は検出されていないが、磨石、石皿等の遺物が

遺構内から検出されていることから、竪穴住居跡の可能性は高いことが想定される。

さらに、傾斜地に構築されている点を考慮しでも、検出面から最も深いところで'47cmを超え

る床面をもっ遺構検出はひとつの成果であろう。

② 出土遺物等について

出土した遺物は、加栗山式土器、吉田式土器、石坂式土器、これらに分類できないものとし

て考えた。加栗山式土器は長野、前迫両氏の提唱によるものであり、寺師、新東両氏の知覧式

土器と同型式である。吉田式、石坂式土器は河口氏の提唱によるものである。

今回の調査対象地区においては、遺構検出数と遺物出土数を単純に比較すると、極端に遺物

出土数が少ないことに遺跡の特徴がある。

遺跡自体は北側に拡大していく可能性が高いが、遺物の出土数を考慮するとキャンプサイト

的な遺跡であった可能性は否定できないであろう。
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写真図版





図版 1

遺跡近景(南よリ〉 遺跡近景(ゴtより)
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圏版2

EE71状遺構検出状況(1守 2号)

集石遺構(2・3号)及び竪穴状遺構検出状況(i号)

霊主/，;丈遺構内土層断面('1号j

ヲンブリング風景

に

uqu 

竪穴状遺構:;1，11:五状況(1吐 2号)

竪穴状遺構完堀状況(1号)

森脇 jよ氏指導風景



図版3

竪;，ゃれ章構検出状況f日常1 主主穴状遺構完堀状況(2号)

竪穴~i犬遺構完l起状況(之等幽 i宅より j 皇2ン可決選構完壊状況(2号・3範より)

笠日犬i賞構内:ェ麗断i島(2持)

登穴1犬遺構法討結(i号)
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図版4

集石遺構検出状況(1号)

土坑検出状況(4号)

集石遺構検出状況(2号)

土坑検出状況(5号)
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遣うとがき

弓場ヶ尾遺跡の発掘調査報告書もようやく刊行にこぎつけた。

猛暑の中、 3か月に渡る弓場ヶ尾遺跡の発掘調査は終了した。現場は晴天に恵まれ毎日が炎

天下での発掘作業となった。

猛暑の中での作業で検出面がすぐ乾き動力噴霧機を利用し、数切れないほどの遺構検出作業

を実施したことは、特に印象に残っている。

作業員の皆様には、連日、猛暑の中での山鍬打ち作業で、大変な仕事であったことから感謝

の気持ちでいっぱいである。

今回、発掘調査に参加された作業員の皆様は、初めて経験される人が多く、遺跡の発掘作業

がこんなに大変なことだとは知らずに、参加された方々がほとんどであった。そうゅう意味で

は脱落者も少なく楽しく過ごせた良い現場として記憶に残る現場となった。

発掘調査全体としては、遺構等についてはある程度の成果があったが、遺物出土が町内の同

時期の遺跡としては極端に少ないことが、弓場ヶ尾遺跡のひとつの特徴でもあった。

発掘調査@報告書作成にあたっては、できる眠り詳細な記録を残すことに心がけたが、不備

を承知のうえで、報告しなければならないことは、心苦しい限りである。今後、機会をみて不

備を修正し、その責務を全うしたいと考えている。

本報告書を作成するにあたり、多くのJj々 に抑協力、御教示をいただいた皆様には、衷心よ

り感謝申し上げる次第であります。
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(発掘現場作業員)

外業作業員 (50音順)。

生重美恵子、大久保 泉、木上美樹子、香川広子、上出幸夫、北村広子、検崎ハツ子、

下山エル、杉尾木の実、園田テル、竹山求、立山政子、寺山京子、春日 稔、春日ノリ子、

早瀬久子、懐 俊裕、前園広子、又木哲朗、松尾穂美子、吉元ヨシ子

内業作業員 (50音順)。

生重美恵子、大久保泉、杉尾木の実、瀬下満由美、松尾穂美子
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